
‘ねばりっ娘’における“褐変症”の発生状況の確認 

１ 情報・成果の内容 

（１）背景・目的 

 ‘ねばりっ娘’の収穫芋に発生する“褐変症”(以下、褐変症)は、2019年産より発生

が見られ始め、発生圃場は限定されるものの、その圃場では多く発生が見られている。ま

た、収穫芋の症状がひどい場合には出荷不可となり、農家の経済的損失が大きい。 

そこで、褐変症多発圃場において、原因究明を目的に定期的に掘取調査を行い、発生時

期等を調査した。 

（２）情報・成果の要約 

褐変症は、栽培期間中の 6 月下旬より発生し、7 月下旬以降に発生が増加する傾向で

あり、同一圃場内の地点により発生状況にばらつきが見られた。また、発生には年次間

差があり、多発生年と少発生年の気象状況を見ると、芋の肥大成長期(6月下旬～9月上

旬)の降雨状況が異なっていた。 

２ 試験成果の概要 

（１）褐変症について 

   収穫芋の毛穴を中心に直径0.2～4cm程度ほぼ円状に表皮褐変し、切断面は表皮から0.1

～1cm程度で薄橙～薄茶色に変色、境界部分はコルク層を形成する（図１）。発生部位は、

芋上部40～50㎝までに多く発生する傾向で、乾燥するとコルク層部分から剥離する。 

（２）2020年産‛ねばりっ娘’褐変症多発生圃場(発生株率約25％)の3地点について、2021年

は6月下旬～収穫期、2022年は5月下旬～収穫期に、７～14日毎に5株ずつ定期掘取調

査を行い、収穫芋の褐変症発生を調査した。 

（３）褐変症の発生状況 

褐変症発生は、2021 年調査では発生株率39.7％で多発生であったが、2022 年調査では

発生株率12.7％で少発生となった（表１）。また、調査年に共通して、調査地点で発生株

数が大きく異なる、発生時期は6月下旬より発生し7月以降に多く発生が見られる、とい

った傾向が見られた。 

（４）調査年の気象状況の比較 

2021 年(多発生年)は梅雨期間の降水量が 600 ㎜以上で多く(表２)、芋の肥大成長期(6

月下旬～9月上旬)には2回の日合計降水量100㎜以上の降雨があり(図２)、現場では帯水

した圃場も見られていた。一方で、2022年(少発生年)は、梅雨時期の降水量は250㎜程度

であり、芋の肥大成長期(6 月下旬～9 月上旬)に日合計降水量 100 ㎜以上となることはな

く、圃場が帯水することもなかった(データ略)。 

３ 利用上の留意点 

（１）現在のところ、発症部位からの植物病原菌の検出は認められていない。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 収穫芋の“褐変症”の症状 

（概ね2週間後には剥離・脱落する） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 2021年(多発生年)の収穫芋の‛ねばりっ娘＇生育期間中の気象状況 

（出典：アメダス鳥取地方気象台倉吉観測所データ） 
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